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利用・用途・応用分野

セルロース系バイオマスの資源化。バイオエタノール製造。

目的・課題 解決ポイント

食糧と競合しないセルロース系バイ
オマスからのエタノール生産は、
コスト面での問題が大きく、産業化に
到っていないのが現状である。
セルロース系バイオマスを微生物を
用いてのエタノール発酵では、
発酵熱により活性を大幅に
低下させることが問題となっている。

セルロース分解能力を有する微生物
叢（Ｍｉｃｒｏｂｉａｌ ｆｌｏｒａ）としてウシルーメ

ン内の微生物群集に着目し、（１）セル
ロースのみを糖源とする （２）４０℃近
辺という高い温度域で培養 という２つ
のスクリーニング過程を経て培養可能
な微生物株の探索を行い、通性好気
性のグラム陽性桿菌の一種バチルス・
リケニフォルミス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ ｌｉｃｈｅｎｉｆｏｒ
ｍｉｓ）の特定の菌株がセルロース分解
能、４０℃近辺での高い生理活性とい
う形質を有することを見いだした。
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発明の名称：セルロース原料の分解能を有する微生物、
及びこれを用いたセルロース原料の分解処理方法

無料開放特許

セルロース系バイオマスからのエタノール生産を４０℃近辺という高い温度条件下
で効率的に行うことが可能。エタノール発酵における冷却コストを低減できる。

本発明の提供する菌株の高温におけるセルロース分解能を示す図
*T.r = Trichoderma reesei NBRC 31329株 （比較例；従来知られているセルロース高分解菌株）


